
概　要

漢字の表す意味からイメージを膨らませ、絵文字をデザインする。
　◦文字の基本的な構造を理解する。
　◦形容詞からイメージを膨らませ、絵文字の効果的な表現を考える。
　◦アイデアがまとまれば下描きし、ポスターカラーやアクリル絵の具などで彩色する。
　◦完成した作品を鑑賞し、他者の作品のよい点や工夫している点について意見交換する。

評価規準

�形や色彩などが感情にもたらす効果、造形的な特徴などを基に、伝える内容を全体のイメージで捉えることを理解している。
�絵の具やポスターカラーの生かし方などを身に付け意図に応じて工夫し、制作の手順などを考えながら見通しをもって表している。
�形容詞からのイメージを基に主題を生み出し、分かりやすさと形や色彩などとの調和を考え、心豊かに表現する構想を練っている。
�絵文字の造形的なよさや美しさを感じ取り、作者の心情や表現の意図と工夫などについて考えるなど、見方や感じ方を広げている。
　�主体的に絵文字のデザインから伝達のデザインの機能を考え構想を練り、意図に応じて工夫して表現する学習活動に取り組も
うとしている。

�　�主体的に絵文字のよさや美しさを感じ取り、作者の表現の意図と工夫などについて考えるなどの鑑賞の学習活動に取り組もう
としている。

知
技
発
鑑
態表

態鑑

　コンピュータを使って、必要なサイズの文字が出力できる
ようになった現在、レタリング技能の習得は必要不可欠とは
言えない。しかしながら、レタリングの学習は、国語科の書
写の学習にも関わり、漢字を構成する基本的な線や点画につ
いて知るとともに、そのよさや美しさなどを実感的に理解す
ることにつながる。
　ポスターカラーやアクリル絵の具などによる彩色について
は　　　　形と色の構成を参考に、水の量の調節、塗る場
所による筆の選択、マスキングなど、要点を生徒自らが意識
化して表現できるように指導したい。

P.88・89 文字に込められた意味を、分かりやすさ
と形や色彩などとの調和を考え、表現す
るには？

思考力
判断力
表現力

　漢字は、もともと絵文字から生まれた象形文字が発展して
できたものである。本題材では、その逆に、個々の漢字がもっ
ている意味やイメージから絵文字を制作する。
　文字は情報を伝達する機能をもっている。絵文字の制作に
あたっては　　　　マークで伝えるや　　　　��伝統の色
　　　紋のいろいろなどを参考に、文字の機能を損なわず、
形や色彩の美しさを追求させることが必要である。つまり、
形や色彩の美しさに加え、文字だけの時よりも、込められた
意味などがより的確に伝わってくるような絵文字が、よい絵
文字だと評価できる。

P.94・95 P.148・149

P.151

文字を形づくっている基本的な線や点画
などのきまりは？
文字の内容と色彩の心理的効果は？
絵の具で効果的な彩色をする方法は？

知識/技能

【美術資料の活用】

授業で使えるワークシート
［レタリングの基本］［絵文字をつくる］

マークで伝える P.94・95

伝統の色 P.148・149

形と色の構成 P.88・89

紋のいろいろ P.151

文字で伝える P.92・93

■学習の流れ
段階 活動内容 指導者の働きかけ 評価 留意点及び評価方法など

導
入　

0.5
時
間

○��｢絵文字」とは何かを考える。
○�　　 文字表現の可能性を参考に、絵
文字は文字であると同時に、その文字
のもつ意味や文字に込められた思いな
どを基にデザインされたものであるこ
とを知る。

○�『絵文字って知ってる？』と発問する。
（「SNSで使う記号のようなもの」等
の回答も考えられる）
○�参考資料などを見て、文字の意味や込
められた思いを考えさせる。
◦�象形文字などを参考にすることもでき
る。

【発言・活動の様子】

展
開
１　

２
時
間

○�　　　　 文 字 で 伝 え るを参考に、
「永」の字を明朝体・ゴシック体でワー
クシート［レタリングの基本］にそれ
ぞれレタリングして、文字の点画と構
成を理解する。

○�ワークシート［レタリングの基本］を
配布し、文字（レタリング）の基本的
な構造を理解させる。

【制作の様子】

【ワークシートの表現】

展
開
２　

１
時
間

○�形容詞を 1つ選択し、その形容詞の文
字（漢字一文字）から絵文字を作成す
る。

○�決定した文字を、明朝体・ゴシック体
のいずれかでワークシートにレタリン
グし、文字の形体・構造を確認する。

○�　　 文字表現の可能性や　　　　
マークで伝えるを参考に、文字の意味
やイメージから主題を生成し、絵文字
の構想を練り、ワークシートにアイデ
アスケッチを描く。（配色計画も行う）

○�ワークシート［絵文字をつくる］を配布。
○�形容詞を選択させる。
※�選択する形容詞は、「赤い」「青い」な
ど直接色に関するものは除外する。（◆
指導のヒント参照）さまざまな形容詞
を書いたカードを準備し、生徒に選択
させるなど、形容詞の選択（文字の決
定）は学校の実態に応じて工夫したい。
○�配色についても考えさせ、アイデアス
ケッチは色鉛筆などで大きな面を彩色
させる。
◦�　　　　　伝統の色（色の名前と物の
関係）や　　　　　伝統の文様 紋の
いろいろなども参考にさせる。

【制作の様子】

【ワークシートの記述・表現】

◦�文字の機能を損なわず、形
体の美しさを追求させる。

◦�文字の意味と、形や色の性
質や、それらが人の感情に
もたらす様々な効果などの
関係について意識させる。

展
開
3　

２
時
間

○�アイデアスケッチをもとに下描きする。
○�ポスターカラーやアクリル絵の具で彩
色する。

◦�完成までのイメージをもち、色相や明
度、彩度など、色の心理的な効果につ
いても考えながら彩色する。

◦�道具の使い方を理解し、最後まで丁寧
に仕上げる。

○�絵文字の制作用紙を配布。
◦�コンパスや定規など、適切な道具の使
い方を意識して、下描きをさせる。

○�ポスターカラーやアクリル絵の具の使
い方については　　 色面構成の基本
的な技法を参照させる。

◦�効果的な配色のために　　 トーン分
類図や　　 色をつくるヒントも参考
にできる。

【制作の様子】

【制作途中の作品】
◦�マスキングを用いた技法な
ど、完成度を高める指導も
行う。

ま
と
め
0.5
時
間

○�制作した作品を並べて、相互鑑賞する。
○�他の人の作品を見て、表現の工夫を感
じ取る。

○�感じ取ったことについて意見交換する。

○�自分や友人の作品を鑑賞し、作品の制
作意図や、表現の工夫などについて話
し合わせる。

◦�感じたことを積極的に発言させる。

【鑑賞の様子】

【発言・意見交換の内容】

P.93
態鑑

P.92・93

レタリングの基本が学習済みの場
合、展開 1 は省略可能

態表

知

技

P.93 P.94・95

P.148・149
P.150・151

態表

発

知

P.88

P.5
P.7

態表

技

態鑑

鑑

◆指導のヒント 【形容詞の例】 ○さらに学習を深めるために
大きい

小さい

新しい

古い

良い

悪い

暑い

寒い

熱い

冷たい

難しい

易しい

高い

安い

軟らかい

悲しい

恥ずかしい

薄い

濃い

厳しい

渋い

賢い

厚い

尊い

恋しい

騒がしい

勇ましい

愛らしい

弱い

怖い

優しい

偉い

丸い

嬉しい

美しい

細い

太い

苦い

正しい

珍しい

詳しい

硬い

辛い

重い

軽い

寂しい

広い

狭い

若い

長い

短い

明るい

暗い

危ない

痛い

強い

低い

忙しい

楽しい

近い

遠い

速い

早い

遅い

多い

少ない

暖かい

温かい

涼しい

甘い

※�本題材では、形容詞から文字を選択させるが、形容詞については国語科や外国語科（英語）の学習とも関連するので、当該教科の教員とも連携して取り組むことが望
まれる。

掲載漢字は3224字。人名や学校名、市町村名に使われるほ
とんどの漢字を網羅しています。漢字の読みと画数の双方か
ら漢字が探せます。また、秀学社ホームページよりレタリング
練習用ワークシートがダウンロードできます。

文字を極める

レタリング字典
560定価 円（税込）

A4判｜66ページ｜カラー5ページ／他2色
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手
て

描
が

きの文字で情報を分かりやすく伝える。
　商店などで見かけるPOP※は、商品の存在を目立たせた
り、商品のよさを伝えたりすることに役立っている。人の
目を引くための配色や、構成など、どんな工

く
夫
ふう

がされてい
るか考えてみよう。 ※Point Of Purchase の略。

デザイン
デ
ザ
イ
ン文字で伝える

　文字は情報を伝えるための大切な記号です。美しく、読みやすい文字をデザ
インすることをレタリングといいます。基本的な書体（フォント）などのよさ
や美しさを感じ取り、意図に応じて書体を選んだり、デザインしたりしてみま
しょう。

基本的な点画 【明朝体】

　中国の明
みん

の時代に様式化された書体。特
とく

徴
ちょう

は、①横画が細く、縦画が太い
こと、②横画や曲がり角に三角形の山形（ウロコ）をつけること、③はねたり、
はらったり、筆でかいた感じを様式化したことなどに見られる。

　すべての点画がほぼ同じ太さでデザインされている。このような書体は、
フランス語でサンセリフと呼ばれている。サンとは「ない」という意味で、
サンセリフとは、セリフ（ウロコ）のない書体という意味。

タ
テ
カ
ク

ソ
リ
ハ
ネ
　

サ
ン
ズ
イ
　

左
ハ
ラ
イ

カ
ギ
棒

右
ソ
リ
ハ
ネ

ナ
ガ
テ
ン

ヨコカク

ギャクテン

カギハライ

右ハライ

トガリ

左ハライ

ハネ

カギハネ

右ハライ

ヨコハライ

テン

テン

❸直線の部分は定
規を使い、曲線の
部分は手描きで形
を整える。

❶枠
わく

をとり、形の組
み立てとバランスに
注意して線

せん
描
が

きする。

❹下描きの仕上げは
字の形を一本の線で
整える。

❷明朝体の点画をと
らえながらフリーハ
ンドの軽い線で肉づ
けし、形づくっていく。

❺輪
りん

郭
かく

に沿っててい
ねいに墨

すみ
で縁

ふち
どりを

する。

❻全体の輪郭を塗
ぬ

れ
たら、内側を塗りつ
ぶす。紙を回しなが
ら行うと、やりやす
い。

❼はみ出した部分を
修正して完成。

ひらがな・カタカナ 漢字

字配りして、視覚的に整えたもの

明朝体（細） ローマン体

サンセリフ体

スクリプト体

明朝体（太）

ゴシック体（細）

ゴシック体（太）

美の楽しさ ABCDEFGHIJKLMNOPQ
RSTUVWXYZ1234567890

ABCDEFGHIJKLMNOPQ
RSTUVWXYZ1234567890

A BC D EFG HI J K LMN O P Q
RS T UV W X YZ1234567890

美の楽しさ

美の楽しさ

美の楽しさ

　ひらがなとカタカナは、漢字
のようにほぼ正方形に収まる字
形が少ないので、特徴を見てバ
ランスよくかく必要がある。

　漢字は、文字を枠
わく

いっぱいに
かくのが原則。字形によっては
かなり大きさが違

ちが
って見えるの

で、見た目の大きさをそろえる。

　バランスよく文字を並べることを
字配り（スペーシング）という。と
くに英文字の場合は、文字によって
大きさや形がさまざまなので、見た
目のバランスを考えて配置する。

　文字の意味や文字に込
こ

められた思いなどを考え
デザインしてみよう。

　いろいろな人の読みやすさを研究してつくられたフォント
で、学校の教科書などにもよく使われている。

UD （ユニバーサルデザイン）フォント

　漢字とかなが混ざっている場合は、同じ大きさでかくと、かなのほうが大きく
見える。バランスをとるためには、かなのほうを小さめにかいて調整する。

 漢字の基本書体とその要素

 書体のいろいろ

 文字の大きさの調整

 漢字とかなのバランス  文字の間
かん

隔
かく

の調整（スペーシング）

間違いやすい点画に気をつけて「永」の字をかいてみよう。  明朝体をかいてみよう

「駅」［アクリル絵の具・油
ゆ

性
せい

ペン、紙／ 
19×22.5cm］ 生徒作品

「棚
たな

」［アクリル絵の具、紙／16×16cm］
生徒作品

6タイポグラフィ・エクスプレス／鮨
す し

 
［2012年］　齋

さい

藤
とう

 浩
ひろし

［1969年〜・埼玉県］

2ゴリラのアルファベット
 ［2006年］　
藤
ふじ

脇
わき

慎
しん

吾
ご

［1963 年〜・大阪府 ]

岡
おか

本
もと

一
いっ

平
ぺい

  [1983 年〜・徳島県 ]

1文字の絵本 風の又
ま た

三
さ ぶ

郎
ろ う

（宮
みや

沢
ざわ

賢
けん

治
じ

著）　
［2013 年（1984 年初版をリメイク）］ 
吉
よし

田
だ

佳
よし

広
ひろ

［1933 〜 2016 年・長崎県］

資料提供：株式会社モトヤ

シンプルな文字構成
線の出っ張りなどをなくし、視

し
認
にん

性
せい

を向上。

デザインの差別化
似たような見た目の文字に、差をつける。

太さの調整
線を太くし、小さい文字でも見やすく。

大文字化
枠の中で、文字をできる限り大きく。

タ
テ
カ
ク

ソ
リ
ハ
ネ
　

サ
ン
ズ
イ
　

左
ハ
ラ
イ

カ
ギ
棒

右
ソ
リ
ハ
ネ

ナ
ガ
テ
ン

ヨコカク

ギャクテン

カギハライ

右ハライ

トガリ

左ハライ

ハネ

カギハネ

右ハライ

ヨコハライ

テン

テン

POPライターP.1765W1Hを手がかりにP.28~29

さまざまなマークやロゴP.94

ユニバーサルデザインP.153分かりやすく伝える働きP.9

漫画で表現するP.46~47 マークで伝えるP.94~95 絵と言葉で伝えるP.96印をつくるP.83

イラストレーションP.86~87

新聞や雑誌などで、異なる書体がどのように使い分けられているか確かめてみよう。

独自の書体を生かしたロゴ

現代的

伝統的

書き文字系

ポップ体

勘
かん
亭
てい
流
りゅう

極太明朝体

ゴシック体

細ゴシック体

教科書体

明朝体

楷
かい
書
しょ
体

や
わ
ら
か
い

か
た
い

草書体

てん書体

街の中で見つけてみよう。

　漢字やかなの書体でよく用いられる代表的なものに明
みん

朝
ちょう

体とゴシック体がある。文字を形づくっている線や点を点
てん

画
かく

、または字画という。「永」の字
は基本的な点画や筆づかいが含

ふく

まれており、「永
えい

字
じ

八
はっ

法
ぽう

」とも呼ばれている。

　文字には、明朝体やゴシック体のほかにもさまざまな書体がある。

手描き文字

文字表現の可能性

【ゴシック体】

文字で伝える

4ドトールコーヒーショップ

3コカ・コーラ

5ユニクロ
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デザイン
デ
ザ
イ
ン

�湖
こ

池
いけ

屋

�ナイキ

サモトラケのニケP.180

安全と色P.9

配色の工夫P.6 配色でイメージを伝えるP.8

動きや勢いをとらえるP.33

それぞれの都道府県章は、なぜこのようなマークになったのか、調べてみよう。

マークで伝える

　簡略にした形や色を用いて、情報や内容を分かりやすく伝わるようにしたもの
がマークです。優

すぐ
れたマークは、言語の違

ちが
う外国の人々にも情報を伝えることが

できます。身の回りのマークのよさや美しさを感じ取り、意図に応じてマークをつ
くってみましょう。

① 具体的なものを単純化する

② 文字から発想する

③ イメージを視覚化する

■ 東京 2020 オリンピック・パラリンピック スポーツピクトグラム ■ 注意喚
かん

起
き

のピクトグラム

■ 都道府県章・旗・シンボルマーク

❶アイデアスケッチをする。 ❷アイデアスケッチをも
とに、単純化したり、変
形したりしてみる。

❸形を整えてマークをつくる。
「楽しい」「激しい」「さわやか」などの言葉から配色を考えた。

❹最終的にクラブの雰
ふん

囲
い

気
き

に合う配色のマー
クを採用した。

楽しい

1アップル

�グッドデザイン賞

�プレイステーション®

�AEDマーク

�2025年日本国際博覧会

�スターオブライフ

�ワークマン �エネオス �吉本興業
ホールディングス

�ヘルプマーク

�今
いま

治
ばり

タオル

�京都水族館 �アメリカ航空宇宙局 �ヒートテック

�ミズノ

�ヤマハ

�公
く

文
もん

教育研究会 �エコマーク

�Jリーグ

�農業協同組合

�大阪メトロ�イオン

�Tポイント

7鉄道博物館

�日清食品 �富
ふ

岳
がく

2ヤマト運輸

8スターバックスコーヒー

3ミスタードーナツ

9資生堂

4東急ハンズ 5森
もり

永
なが

製
せい

菓
か

6マタニティマーク

激しい さわやか

�津
つ

波
なみ

防災ピクトグラム（ISO）

津波避
ひ

難
なん

場所

�1964年オリンピック �2020年オリンピック �2020年パラリンピック

津波避難ビル 津波警告・注意

�日本工業規格（JIS）のピクトグラム
　日本工業規格（JIS）のピクトグラムは、単純な形と色でメッセージが

伝わるようにデザインがルール化されている。「赤い円に斜
しゃ

線
せん

」は禁止、「黒

枠
わく

のある黄の三角」は注意、「青い円」は指示を意味する。

撮
さつ

影
えい

禁止 滑
かつ

面
めん

注意

①北海道

⑪埼玉県

㉑岐阜県

㉛鳥取県

㊶佐賀県

②青森県

⑫千葉県

㉒静岡県

㉜島根県

㊷長崎県

③岩手県

⑬東京都

㉓愛知県

㉝岡山県

㊸熊本県

④宮城県

⑭神奈川県

㉔三重県

㉞広島県

㊹大分県

⑤秋田県

⑮新潟県

㉕滋賀県

㉟山口県

㊺宮崎県

⑥山形県

⑯富山県

㉖京都府

㊱徳島県

㊻鹿児島県

⑦福島県

⑰石川県

㉗大阪府

㊲香川県

㊼沖縄県

⑧茨城県

⑱福井県

㉘兵庫県

㊳愛媛県

⑨栃木県

⑲山梨県

㉙奈良県

㊴高知県

⑩群馬県

⑳長野県

㉚和歌山県

㊵福岡県

一列並び

ナイキのマークの由来

スターオブライフ マークの由来

　スポーツブランド「ナイキ（NIKE）」のマー
クは、勝利の女

め
神
がみ

ニケの彫
ちょう

像
ぞう

の翼
つばさ

をモチーフ
としている。

　日本をはじめ世界各国で、救急
車やドクターヘリに用いられる救
命救急のシンボルマーク。中央の
杖
つえ

と蛇
へび

は、ギリシャ神話の医学の
神アスクレピオスが持つ杖を表す。

 さまざまなマークやロゴ

 ピクトグラム

 地域のマーク

  クラブのマークをつくろう

　ピクトグラムがオリンピック
史上初めて使用された 1964
年においての理念を、2020 年
にも継

けい
承
しょう

している。

防災
暮らしの中の色P.8~9 文字で伝えるP.92~93 紋のいろいろP.151形と色の構成P.88~90

　JIS X 0401都道府県番号に従い掲載。

　ピクトグラムとは、形と色で分かりやすく情報を伝えることを目的とした「絵文字」のこと。伝えようとする情報を、視覚的な図で表現し、内容を直
感的に伝えることができるため、国際的な場や公共空間で使用されている。

マークで伝える

 ワークシート 

  レタリングの基本 
                 『美術資料』 P.92・93 文字で伝える 

 

文字を形づくっている線や点を「点画」または「字画」といい、「永」の字は基本的な点画や筆づかいが含まれ

ているため、「永字八法」と呼ばれています。 

〇 明朝体、ゴシック体のそれぞれの特徴をとらえて、下の枠内に「永」の字をレタリングしましょう。 

    

明明朝朝体体                                ゴゴシシッックク体体  

・明朝体の特徴を書きましょう。          ・ゴシック体の特徴を書きましょう。 

 

 

 

 

    

年    組     番 

名 

前 
 

 ワークシート 

  絵文字をつくる 
                『美術資料』 P.92・93 文字で伝える 

 

１．絵文字にしたい文字を選びましょう。また、選んだ文字の意味を調べ、考えましょう。 

 

選択した文字＿＿＿＿＿＿……文字の意味＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

 

〇文字からイメージする色や物は何でしょうか。  

 

 色……＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿   ■文字を明朝体かゴシック体でレタリングしましょう。 

 

 物……＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿    

 

〇文字からどのような場面が想像できるでしょ 

うか。文字の意味や、イメージした物から 

考えましょう。 

 

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 
 

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

 

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 
 

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

 

 

２．１でまとめたアイデアをもとに、絵文字をスケッチしましょう。 

   

年    組     番 

名 

前 

 

 

88 89表現 デザイン

具
用

パネルの水張り

溝
みぞ

引き

　　　制作メモ　

　　　制作メモ　

デザイン
デ
ザ
イ
ン

水分が少ない

単純化したり、省略したりする。

繰
く

り返して構成する。

形と色の構成

　デザインは、飾
かざ
る、伝える、使うなどの目的を実現するために発想・構想し、

表現する活動です。条件に沿って、形と色で秩
ちつ
序
じょ
のある美しい画面を構成する

ことを色面構成といいます。デザインの基
き
礎
そ
的な考え方や技法を身につけ、意

図に応じて形と色で構成してみましょう。

スケッチ 構想を練る 形の整理と配色 彩色

面を塗る（平塗り）

ポスターカラーを溶
と

く 水の量

白抜
ぬ

きに彩
さい

色
しき

する（マスキング）

　混色する場合には筆などで完全に混
ぜ合わせ、分量はやや多めにつくる。
筆に絵の具を含

ふく
ませたら、パレットや

溶き皿の縁
ふち
で穂

ほ
先
さき
をしごいて、絵の具

の量を調節する。

※かすれやにじみを表現効果として使用する場合は、意識して水の量
を加減する。
※途

と

中
ちゅう

で水を加えると、ムラや変色が生じるので注意する。

❶はじめに輪
りん
郭
かく
線や細かく塗り

にくい部分を塗る。

❶下
した
描
が
きの上にマスキングテー

プを貼
は
り、輪郭線にカッターナ

イフで軽く切れ目を入れ、不要
な部分をはがす。

　水の量は、スポイトでほんの1〜2滴
てき
程度を目安に加減

する。多めになりがちなので注意する。

適度な水加減 水分が多い

真上から見て

断面から

種に注目して

❷次に平筆で中を塗る。縦・横
方向と交差させて塗るとムラに
なりにくい。

　細筆とガラス棒を食事のはしのように持
ち、ガラス棒を定規の溝にすべらせて引く。

　ピーマンをいろいろな方法
で観察してみる。それらのス
ケッチを描

えが
き、形や構造の特

とく

徴
ちょう
をとらえる。

　スケッチをもとに単純
化や強調を考え、構想を
練る。

　構想をまとめ、形を整
理して配色を考える。

　彩色をして完成する。

　左手で押
お
さえた定規に沿って右の三角

定規を下方へ移動させ、平行線を引く。
（※利

き
き手が右の場合）

❷周囲の不要な部分のテープを
はがしたら、上からポスターカ
ラーで彩

さい
色
しき
する。

❸完成。

❸ポスターカラーが完全に乾
かわ
い

てから、文字の部分のマスキン
グテープを下の紙に注意しなが
らゆっくりはがして完成。

①
⑥ ⑦ ⑧

①ポスターカラー
②アクリルガッシュ
③パレット
④平はけ
⑤平筆（大）
⑥平筆（小）
⑦彩

さい

色
しき

筆
⑧隈

くま

取
どり

筆
⑨面

めん

相
そう

筆
⑩ガラス棒

⑤

②

⑬

⑭

⑮

⑯

⑰

⑱ ⑲

�⑳

⑫⑪

⑨ ⑩④

③

直線を引く

平行線を引く

⑪筆洗
⑫ぞうきん
⑬コンパス
⑭カッターナイフ	
⑮溶

と

き皿
⑯スポイト
⑰はさみ
⑱マスキングテープ
⑲水張りテープ
⑳直定規
�三角定規

❶はけなどで紙の裏面全体
にたっぷりと水を含ませる。

❷水のついた面を下にしてパネルにのせ、中心から空気を
押
お
し出すように張る。紙の端

はし
はパネルに合わせて折る。

❸水張りテープに水をつけ、
紙の端をパネルに留

と
める。

❹水平に置いて乾
かん
燥
そう
させる

と紙がピンと張り完成。
　制作を終えたあとは、パネルから紙
をはがせば、パネルは繰

く
り返し使える。

木製パネル
パネルは木の枠

わく

に
合
ごう

板
ばん

を貼ったもの。
水張りテープ
テープの裏には、乾燥した水溶
性ののりが塗ってある。パネルの
長さに合わせて切っておく。

水 はけ はさみ きれいなタオル

画用紙
紙はパネルより一回

り大きいものを使う。

　紙に水を含ませてパネルに張っておくと、絵の具を塗
ぬ

ったときに紙が波打つのを防ぐことができる。
具

用

どこまでも続く
オクラ
[アクリル絵の具、紙
／15×15cm]
生徒作品

自然物のイメー
ジからの構成
〜万

まん

華
げ

鏡
きょう

のよう
に〜
[アクリル絵の具、紙	
／34.5×37.5cm]	
生徒作品

ラフランスの
平面構成
[アクリル絵の具、紙
／38×53.8cm]
生徒作品

 色面構成の基本的な技法

 

表
現
方
法
を
工
夫
す
る
─
単
純
化
・
省
略
・
強
調

美しい形を見つけ色面構成しよう。  スケッチから構成しよう

形や色を単純化する。

トーンによる印象の違
ちが

いを意識し配色を考える。

印象から考えた色で表す。

陰影を強調し配色を考える。 さらに単純化して彩色する。

輪郭線を生かして表す。

魅
み

力
りょく

的な部分を強調する。

色の整理P.3~5

単純化・抽象化P.122~123

スケッチからはじめようP.34~35

配色の工夫P.6

色の調子（トーン）P.5

ものと向き合うP.32

発想し、構想を練る 2P.28~29

ピーマンの例を参考にして、他の果物や野菜から美しい形を見つけ色面構成しよう。

　ポスターカラーは不
ふ
透
とう
明
めい
なので塗

ぬ
り重ねて

下地の色を塗りつぶすことができるが、展
てん
色
しょく
剤
ざい

（接着剤）が水
すい
溶
よう
性のため、塗り重ねは下地が

完全に乾
かわ
いてから行う。

　耐
たい
水
すい
性
せい
がないため、直接雨がかかるような

場所で使う場合は、耐水性のあるアクリルガッ
シュが適する。
　色によっては、乾くと色みが変化するため、
試し塗りをして乾

かん
燥
そう
後の色を確かめるとよい。

アクリルガッシュP.40

　用具の効果的な使い方を身につけ、作品制作に生かそう。　

構成美の要素P.18

絵の具大図鑑P.10

ポスターカラーを使うとき

形と色の構成

148 149鑑賞

伝統の色
鑑
　賞

藍
あい

で染
そ

める

❶藍染めの原料は主に
「たで藍」という植物。

❷たで藍の葉を発
はっ

酵
こう

させ染料
のもとになる「すくも」をつくる。

❸さらに「すくも」を瓶
びん

の中で発
はっ

酵
こう

させ染料液をつくり、その中で染める。
❹染める時間や回数に
よって濃

のう

淡
たん

が異なる。
5瑠

る

璃
り の

坏
つ き

［ガラス、銀／高さ11.2cm／８世紀］
正
しょう

倉
そう

院
いん

宝物 ［奈良県］

藍
あい

染
ぞ

めの色は「JAPAN BLUE」と呼ばれることもある、日本を代表する色。

鑑
　賞 日本の伝統色

　日本では昔から、季節の移り変わりをさまざ
まな自然から感じ取り、その自然の中に見られ
る色

しき
彩
さい
を日々の暮らしの中に取り入れて楽しんで

きました。
　これらの伝統色は現在でも絵画、染

そめ
織
おり
物
もの
や陶

とう

芸
げい
などの工芸、さらには詩

しい
歌
か
や小説などの文学

の中に深く息づいています。
　みなさんの暮らしの中にある伝統色に目を向
け、伝統色と自然の関係について確かめるとと
もに、その美しさを味わってみましょう。

1桜
お う

花
か

雉
き

子
じ

図
ず

 （部分）

［紙
し

本
ほん

金
きん

地
じ

着
ちゃく

色
しょく

／1626年］
狩
か

野
のう

尚
なお

信
のぶ

 ［1607〜50年・京都府]
二
に

条
じょう

城
じょう

二の丸御
ご

殿
てん

黒書院二の間 [京都府]

2紅
べにかさね

襲 （桜かさね）［紬
つむぎ

織着物一領／1976年］
志
し

村
むら

ふくみ［1924年〜・滋
し

賀
が

県］滋賀県立美術館

3絲
し

綢
ちゅう

之
の

路
みち

天
てん

空
くう

 
［紙本着色／六

ろっ
曲
きょく

一
いっ

隻
せき

、
169.7×363.6cm／1982年］
平
ひら

山
やま

郁
いく

夫
お

［1930〜2009年・広
ひろ

島
しま

県］季節によって彩
いろど

りが変わる和
わ　が　し

菓子

　ミカン科のキハ
ダの黄色い樹皮を
煎じて染めた際の
明るい黄色。

　茜草の根の色に
ちなんだ暗い赤色。
輝
かがや

く太陽や光の表
現によく用いられ
る。

　アカネ科のクチ
ナシの実を煎

せん

じて
染めた少し赤みの
ある黄色。

　紅
べに

花
ばな

で染めた赤
色。紅花は茎

くき

の末
の花を摘

つ

み、染料
とするため末

すえ

摘
つむ

花
はな

とも呼ばれる。

　黄色の花を咲か
せる植物のヤマブ
キに由来し、鮮や
かな赤みを帯びた
黄色。

　春から初夏にか
けて咲くボタンの
花びらの色。藍

あい

と
紅花で染めた鮮

あざ

や
かな赤紫色。

　植物の樹
じゅ

脂
し

が地
中で化石となった
琥珀のような、透

とう

明
めい

感
かん

のある黄みの
強い褐

かっ

色
しょく

。

　早春に咲
さ

く紅梅
の花の色のような
紫
むらさき

みのある淡い紅
色。紅

べに

花
ばな

染
ぞ

めの一
種。

　珊瑚を細かく砕
き粉末にした顔料
の色で、黄みがかっ
た明るい赤色。

　縄
じょう

文
もん

時代にも使
われた古い色。土
の中の水銀が硫

りゅう

化
か

した黄みを帯びた
鮮やかな赤色。

　トキの翼
つばさ

の外
がい

縁
えん

の風
かざ

切
きり

羽
ばね

や尾
お

羽
ばね

の
淡
たん

紅
こう

色
しょく

からつけら
れた。

　米や芋
いも

などに麦
ばく

芽
が

の酵
こう

素
そ

を加えて
つくった水飴に由
来する色。

　牡
か

蠣
き

の殻
から

を風雨
にさらし、細かく砕

くだ

いた白色。下塗
ぬ

り
や盛り上げにも使
用。

白
(胡
ご

粉
ふ ん

色)

　江
え

戸
ど

時代から色
の名に用いる。赤
小豆の実のような
茶色がかった赤紫
色。

小
あ ず き

豆色

　鶏
にわとり

の卵の殻
から

の赤
みがかったごく淡

あわ

い黄色。鳥の子と
は雛

ひな

ではなく鶏
けい

卵
らん

のこと。

　檜
ひのき

の樹
じゅ

皮
ひ

のよう
な黒ずんだ赤茶色。
平安時代の『源氏
物語』にも登場す
る色。

　伊
い

勢
せ

海老の殻の
ような深く渋い赤
色。平

へい

安
あん

時代は山
葡
ぶ

萄
どう

で染められ葡
え

萄
び

色と記された。

鳥の子 檜
ひ

皮
わ だ

色

海
え

老
び

色
（葡

え

萄
び

色）

　トビの羽のよう
な暗い赤

せっ

褐
かっ

色
しょく

。江
戸時代、男性の着
物の色として流行。

鳶
と び

色

朱
と

鷺
き

色 飴
あ め

色

朱
し ゅ

色

紅
こ う

梅
ば い

色

珊
さ ん

瑚
ご

色

琥
こ

珀
は く

色

牡
ぼ

丹
た ん

色

山
や ま

吹
ぶ き

色

梔
く ち

子
な し

色
（支

く ち

子
な し

色）

紅
べ に

(深
し ん

紅
く

)

茜
あかね

色

黄
き

檗
は だ

色

4燕
かきつばた

子花図
ず

屏
びょう

風
ぶ

 （部分）国［紙本金地着色／六曲一双のうち右
う

隻
せき

、151.2×358.8cm／18世紀］
尾
おが

形
た

光
こう

琳
りん

［1658〜1716年］根
ね

津
づ

美術館［東京都］

寺院などで見かける五色の幕

　藍染めの青色の
総
そう

称
しょう

となっている。
古くから絵の具とし
ても用いられてき
た。

　茶
さ

人
じん

の千
せんの

利
り

休
きゅう

の
わび茶を連想させ
る緑みの鼠色。江
戸時代に流行した
鼠色の一つ。

　烏
からす

の羽が水にぬ
れたような艶

つや

のあ
る黒色。黒く艶や
かな髪

かみ

などを形容
する色名。

　墨
すみ

染
ぞ

めに薄く藍
をかけたような青
みのある鼠

ねずみ

色。「に
ぶいろ」とも呼ば
れる。

　春の終わりに咲
く藤の花からきた
色名で、淡い青み
のある紫色。若紫
とも呼ばれる。

　夏野菜として親
しまれているナス
の実のような、紫
みの濃

こ

い紺色。

　キキョウの花の
ような青みを帯び
た紫色。平安時代
から愛されていた
色名。

　青みを帯びた紫。
赤みの紫は京紫。
歌
か

舞
ぶ

伎
き

の助
すけ

六
ろく

の鉢
はち

巻
まき

の色。

　銅が錆
さ

び表面
に生じる明るく鈍
い青緑色。天然
の顔料の岩緑青
は孔

く

雀
じゃく

石
いし

が原料。

　苔のような深く
渋い黄緑色。苔
むした様子の味わ
い深さを感じ取る
色名。

　ウグイスの羽の
ような暗くくすん
だ黄緑色。江戸
時代からの色名。

　マツの葉の深
みのある渋

しぶ

い青
緑色。常に緑を保
つマツから生命力
を表す。

　平安時代から
用いられ、春先に
萌
も

え出る若葉のよ
うなさえた黄緑色。

　アブラナ科のカ
ラシ菜の種子を粉
にして練った香

こう

辛
しん

料
りょう

のようなやや鈍
にぶ

い黄色。

芥
か ら

子
し

色

江
え

戸
ど

紫
むらさき

茄
な

子
す

紺
こ ん

桔
き

梗
きょう

色

藤
ふ じ

色

鈍
に び

色

利
り

休
きゅう

鼠
ねずみ

濡
ぬ れ

羽
ば

色

緑
ろ く

青
しょう

苔
こ け

色

鶯
うぐいす

色

松
ま つ

葉
ば

色

萌
も え

黄
ぎ

色

　紫みのさえた青
色。ラピスラズリ
（瑠璃）と呼ばれ
る希少な鉱物のよ
うな色。

　鉱石アズライト
を砕いてつくる澄

す

んだ青色。日本画
の岩絵の具の群青
の色。

　夏の早朝に咲く
ツユクサの花にち
なんだ明るい薄青
色。

　若いネギの葉に
ちなんだ色で、緑
みを帯びたやや濃
い水色。たで藍

あい

で
染めた。

　青竹に比べてよ
り若い、若竹のよ
うな黄みの薄

うす

い爽
さわ

やかな緑色。

　青磁という、釉
ゆう

薬
やく

を掛
か

けた磁器の
肌
はだ

の色のような浅
い青緑色。

　シダ植物のトク
サの茎のような、
落ち着いた少し黒
みのある濃い緑色。

木
と

賊
く さ

色

若
わ か

竹
た け

色

青
せ い

磁
じ

色

瑠
る

璃
り

色

群
ぐ ん

青
じょう

色

露
つ ゆ

草
く さ

色

浅
あ さ

葱
ぎ

色

藍
あ い

色

 伝統色とその由来

ここに取り上げられている「日本の伝統色」以外の日本の伝統色についても調べてみよう。

絵の具大図鑑P.10~11

※色みや名前の由来には諸説ある。

　日本の伝統色には、自然や身の回りのものに
ちなんだものが数多く見られます。伝統色の名
前と、その由来について調べてみましょう。

尾形光琳P.142、185

染める・織るP.82
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アイヌの文様

鑑
　賞

4アットゥシ （樹
じゅ

皮
ひ

衣
い

） 
[ アットゥシ地／丈

たけ
115cm／19 世紀 ]

東京国立博物館

ここで取り上げられている「和の文様」以外の日本の伝統文様についても調べてみよう。

伝統工芸P.158~159

モレウ（渦
うず

巻
まき

） アイウシ（棘
とげ

）

算
さ ん

木
ぎ

崩
く ず

し　算木という東
アジア古来の計算棒を、
縦、横に並べた様子から。

3色
いろ

絵
え

鱗
うろこ

波
なみ

文
もん

茶
ちゃ

碗
わん

 
野
の

々
の

村
むら

仁
にん

清
せい

［17世紀］
北
きた

村
むら

美術館［京都府］

立
た て

涌
わ く

文
も ん

　雲などが立ち涌
わ

く様に由来。平安時代、高
位の人の衣服に使われた。

2願い玉［高さ6.8cm］
会
あい

津
づ

張り子［福島県］

　アイヌ民族は、自然と密着して暮ら
す中で、多様な文様を生み出してきま
した。伝統の技術は今日にも受け継

つ

がれています。

鮫
さ め

小
こ

紋
も ん

　点を円
え ん

弧
こ

状に重
ね、鮫

さ め

肌
は だ

に似せた文様。
江戸時代の武士が魔

ま

よけ
に用いた。

　アイヌ文
もん

様
よう

は、アイヌ語で「モレウ（渦
うず

巻
ま

くもの）」と
呼ばれる渦巻模様や、「アイウシ（棘

とげ
のあるもの）」と呼

ばれる括
かっ

弧
こ

模様など、さまざまな基本の模様を組み合わ
せて構成されています。

梅
う め

鉢
ば ち

片
か た

喰
ば み

橘
たちばな

隅
す み

立
た

て卍
まんじ

くずし

立ち沢
おもだか

瀉

下
さ

がり藤
ふ じ

四
し

方
ほ う

木
も っ

瓜
こ う

雁
か り

金
が ね

井
い

桁
げ た

壽
じ ゅ

の字
じ

海
え

老
び

左
ひだり

三
み

つ巴
どもえ

抱
だ

き茗
みょう

荷
が

千なり瓢
びょう

箪
た ん

違
ち が

い鷹
た か

の羽
は

帆
ほ

掛
か け

船
ぶ ね

千
ち

鳥
ど り

 紋のいろいろ

マークで伝えるP.94~95

　紋
もん

は、武将、商店、歌
か

舞
ぶ

伎
き

役者などを識別するシンボルマークとして発達しました。これらは動植物などを円や正方
形に収まるように凝

ぎょう

縮
しゅく

し、小さくても特
とく

徴
ちょう

がよく分かるようにデザインされています。

和の文様

5二
に

風
ぶ

谷
たに

イタ 
[木／直径29cm] 貝

かい

澤
ざわ

徹
とおる

 [1958年〜・北海道]
平
びら

取
とり

町
ちょう

立二
に

風
ぶ

谷
たに

アイヌ文化博物館 [北海道]

6マキリ（小刀） 
[木・鹿角、鉄／全長30.5cm／
19世紀] 東京国立博物館

ワークシート
ダウンロード

■実践事例 第 1学年　 6時間（レタリングの基本が学習済みの場合 4時間）

デザイン　絵文字をデザインしよう
Ａ表現③




